
多自然川づくりアドバイザー制度を 

活用した災害復旧助成事業の詳細設計事例 

～二級河川日高川水系江川～ 

和歌山県 県土整備部 

河川・下水道局 河川課 

治水班 木村 洋郎 
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平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 現 況 ）       
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平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 被 災 状 況 ）     

紀州新聞 H27.7.18（土） 
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平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 被 災 状 況 ）     

被害項目 被害内容 

家屋等 床下浸水 11棟 

道路 道路規制 通行止め 県道 3路線 
通行不能 町道 1箇所（橋梁損傷） 

農業関係 

農作物 被害面積40ha 

農地 50箇所、40ha 

農業用施設 20箇所 

平成27年7月洪水の被害一覧 



6 

平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 計 画 概 要 ）     

上段：被災流量

下段：計画流量

日
高
川

西
谷
川

猪
内
川

江川
190m3/s

190m3/s

240m3/s

240m3/s

250m3/s

250m3/s

No.0 No.17

No.43+78

No.49

災害復旧助成事業区間

3,100m3/s

(1/20年)

計画流量配分図 

• 江川の計画流量は、日高川合流点で250m3/s（確率規模1/10年）とし、上流端まで確率規模1/10年とする。 

■ 流出解析条件等 
  ① 解析手法：合理式法             
  ② 計画規模：1/10 
  ③ 降雨強度：48.08mm/hr 
  ④ 流出係数：f=0.7 
  ⑤ 流域面積：26.4km2（日高川合流点） 
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平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 計 画 概 要 ）     
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平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 計 画 概 要 ）     

橋梁架替え（越打橋）災害関連事業 H27災 

橋梁架替え（高橋） 

橋梁架替え（今井田橋） 
橋梁架替え（無名橋） 

橋梁架替え（森屋橋） 

橋梁架替え（重家橋） 

千曳橋 

新真妻橋 前田橋 垣内田橋 宮下橋 

二級河川江川 災害復旧助成事業区間 L=4.9km 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ ア ド バ イ ス ）     
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日高川 

江 川 

現況流下断面内（水域）での 
築堤工事は難航が予想される。 

露岩が予想されるので、 
落差工を設けずなだらかに 

本川に合流させる。 
魚の遡上にも配慮。 

江 川 

日高川 

既存根固めブロックを活用 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 改 善 計 画 ）     
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日高川 

江 川 

現況堤防に合わせ築堤 
現況河道は捨て石で埋塞 
既存根固めブロックで保護 

落差工を設けず、なだらかに擦り付け 
且つ、魚道（常時水位）を確保 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ ア ド バ イ ス ）     
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日高川 

江 川 

コスト縮減を図る 

自然環境良好な淵の保全 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 改 善 計 画 ）     

日高川 

江 川 

平水位以上で平場を成形 
不等流計算にて流下能力を照査 
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現況河道 

掘削土量の縮減 
左岸護岸工の縮減 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ ア ド バ イ ス ）     
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日高川 

自然環境良好な淵の保全 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 改 善 計 画 ）     
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川幅を拡げ河積を確保し、 
自然環境良好な淵を保全 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 改 善 計 画 ）     
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スライドダウンによる 
交互砂州・澪筋の復元 



平 成 2 7 年 災  江 川 災 害 復 旧 助 成 事 業 （ 検 討 事 項 ）     

16 

河床変動について 

屈曲部のせり上がりについて 
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改修区間上流端に帯工を設置。 

・一次元河床変動解析を実施し、現況と 
 改修後の河床変動の傾向を比較 
・大きな浸食や堆積に差は生じず、問題 
 無し 
・改修区間上流が若干浸食傾向にある 
 ため、帯工を設置する。 

外岸水位：20.643m 

・平面二次元流況解析を実施し、屈曲部 
 外側の水面のせり上がりについて、計 
 画堤防高さ内に収まることを確認 



ご静聴ありがとうございました。 


